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（４）主要復原施設の概要 

1) 東院庭園 

1-ｱ) 概要 

1967 年（S42 年）、平城宮東側の張り出し部の南東隅に大きな庭園の遺跡が発見された。この

場所は「続日本書紀」にみえる「東院」にあたることから「東院庭園」と名付けられた。 

東院庭園は東西 80ｍ×南北 110ｍの敷地の中央に、複雑な形の汀線を持つ東西 60ｍ、南北 60

ｍの南からみて逆Ｌ字型の州浜敷きの池を中心に構成されている。自然の風景を主題とした平

安時代以降における庭園の原型ともいわれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ- 11 東院庭園整備全体図と後期東院庭園の模型 

資料：パンフレット「平城宮 東院庭園（奈良国立文化財研究所 1998）」 

【後期東院庭園の特色】 

東院庭園は東西 60ｍ、南北 60ｍの南から見て逆Ｌ字形の池を中心に構成されていま

す。池の西岸には中央建物に付属する露台が水面に張り出し、露台から東岸には橋を

かけています。池の北端には築山石組、西南部には中島があって、それぞれ庭園景観

の焦点となり、屈曲する出島の先端部には景石が配されています。池底から岸辺にか

けて緩やかな勾配で小石を敷き詰めた洲浜が、出入りのある汀線をかたちづくってお

り、奈良時代の優美な庭園の様子がしのばれます。 

資料：パンフレット「平城宮 東院庭園（奈良国立文化財研究所 1998）」
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図Ⅰ- 12 東院庭園の位置 

1-ｲ) 復原の経緯 

東院庭園は 1993 年（H5 年）に整備事業がはじまり、1998 年（H10 年）に全ての庭園と建物

が完成し、一般公開が開始された。 

 

表Ⅰ- 3 平城宮東院庭園 調査・整備略年表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




